


 



 
 

 







 
 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

















１　施設名称

施設名称

指定管理者

指定期間

所管課

２　　公の施設目標管理型評価書の評価項目に対する評価

　　 (別紙）

４　課題等への対応策（指定管理者）　

1

2

3

4

5

6

アウトリーチ（出前公演）の充実と宣伝の工夫が必要である。

専門用語は便利ではあるが、市民対応の際には注意が必要である。

３　市（所管課）評価に対する意見等

意       見      ・     助      言　　・　　提　　　言

【指標】
・評価指標は明瞭にし、誰が見ても同じ意味で理解できる表現にするべきである。
・評価指標を明確にすべきである。Ａ・Ｂ・Ｃ等他の同様施設において統一した指標で評価すべきである。

【施設・事業運営】
・秋葉区民優先でよいが、もっと広報に力を入れるべき。利用方法も工夫するべき。中小企業のイベント、小中高校の学芸会の発表会場
にも利用してもらってはどうか。
・他の文化会館や同種の目的を持つ施設と交流を促進するべきである。館長や職員が相互に交流し、お互いのノウハウを公開し、視点
の変化と全体レベルの底上げを図るべきである。
・アウトリーチ活動はもっと積極的に行うべきである。
・高度な録音設備を活用し、首都圏などで活躍しているアーティストの利用誘致と、合わせて演奏会等を行ってほしい。

【新潟市へ今後に向けた意見】
・設計の段階で使用する側の状況を的確に把握し、施設を使う人たちの視点でプランする事が重要である。
・設計のコンペの際にはデザインだけでなく冷暖房など維持管理にかかるコストも条件にするべきである。
・新潟市の方針として、地域の学校等での出張授業や文化会館を使っての授業を受講ことなどを定めて欲しい。

課題等
自己評価で雇用者対応、気持ちよく使うための項目で点が低い。管理者の意図は分かるが、具体的な方法を示すべきである。

指定管理者第三者評価書

秋葉区文化会館

トールツリーグループ

平成２５年６月１日～平成３０年３月３１日

秋葉区地域課

利用料が非常に割安であることを市民へ周知するべきである。

スタンウェイピアノをもっと宣伝するべきである。

他の文化会館との交流を図るべきである。
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５　課題等への対応策（市）　

1

2

3

4

時間貸しは利便性向上のために細かい対応が必要である。

施設の価値を加味して利用料を見直すべきである。

スタンウェイピアノをもっと宣伝するべきである。

課題等
利用料が非常に割安であることを市民へ周知するべきである。
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平成 26年度 指定管理者第三者評価実施方針 

 
１  目的 

   指定管理者による公の施設の管理運営状況等について、客観的・専門的観点から第三者評価

を行い、評価結果を今後の施設運営や指定管理者の業務改善、さらに次期指定管理業務などに

反映させることにより、指定管理者制度の適正かつ効果的な運用、施設のより良い管理運営と利

用者へのサービスの向上を図ることを目的とする。 

併せて、市の指定管理者に対する評価についても、第三者から評価を受けることで、より効果的

に実施されることを目的とする。 

 

２  平成 26 年度実施方針 

項目 平成 26 年度 参考：平成 25 年度 

対象施設選定基準 ●文化会館を対象施設に入れる。 

●指定期間の中間年の施設を対象と

する。 

①公募施設 

②種類の異なる施設（5 分類） 

③所管課の異なる施設 

④共同事業体を 1 つは入れる 

 
●指定期間の中間年の施設を対象と

する。 
①公募施設 

②種類の異なる施設（5 分類） 

③所管課の異なる施設 

④共同事業体を 1 つは入れる 

評価対象施設 

（プラン 2013 指標数） 

５施設 

・北区文化会館 (文) 

・秋葉区文化会館 (文) 

・ほたるの里交流館 (産) 

・老人憩の家 なぎさ荘 (社) 

・江南区文化会館（文：直営） 

３施設（モデル実施） 

・みどりと森の運動公園体育施設 (ス)

・石油の世界館 (文) 

・亀田東児童館 (社) 

評価実施時期 平成 26 年 8 月～10 月 

ただし、北区文化会館は今年度再選

定年度のため、評価会議実施後に行

う。（外部評価の指摘事項が、再選定

時の申請内容に生かされることが懸

念されるため） 

平成 25 年 11 月 15，18，29 日 

評価委員（第三者評

価会議） 

●財務経理の専門家 

●行政運営に関し知識を有する学識

経験者 

・大串葉子（新潟大学） 

・西山茂（国際情報大学） 

・渡邉信子（税理士・ＮＰＯ協会） 

●財務経理の専門家 

●行政運営に関し知識を有する学識

経験者 

・大串葉子（新潟大学） 

・西山茂（国際情報大学） 

・渡邉信子（税理士・ＮＰＯ協会） 

 



５  評価方法 

指定管理者による施設の管理運営状況等について、前年度の 「公の施設目標管理型評価書」

（または「指定管理者評価結果シート」）を評価する。直営の江南区文化会館については、「公の施

設目標管理シート（直営）」を評価する。 

 評価に際しては、下記の方法で確認する。 

（1）施設視察 

（2）指定管理者及び市（施設所管課）へのヒアリング（江南区文化会館は市所管課のみ） 

（3）その他関係書類 

（自己点検表、労働実態調査票、事業報告書、収支報告書、アンケート結果、等） 

 

※ 「公の施設目標管理型評価書」または「指定管理者評価結果シート」 

①指定管理者は、年度終了後に事業報告書や収支報告書を市（施設所管課）へ提出 

②市（施設所管課）は、立入検査等の必要な確認を行った上で、「公の施設目標管理型評価書」

または「指定管理者評価結果シート」により指定管理業務について確認・評価し、評価結果を

指定管理者に通知 

 

６  評価結果の公表 

   評価結果は、ホームページや施設内で公表する。 

 

７  評価結果の活用 

   評価における課題等については、施設の管理運営に活かすとともに、取組結果をホーム 

ページや施設内で公表する。また、次年度のモニタリングにおいて取組状況等を検証する。 

   さらに、評価結果及び課題等は全庁に周知し、他施設の管理運営にも活かす。 

 


